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帯広地域活動支援センター ドロップイン

帯広中央病院

ここです

お知らせ

◆ ７月より、地活に呼び出しチャイムを設置

しています。来所して職員がいないときは

チャイムを押して知らせてください。

◆ 研修などで地活を使用できないことが

あります。事前にお知らせを貼るように

していますので、ご確認ください。

虫の音や、風の薫りに秋を感じる頃となりましたが、

みなさん、いかがお過ごしでしょうか。

今回は、帯広生活支援センターの歩みを振り返る記事を

掲載しています。懐かしく感じる方も多いと思います。

３号に渡ってお送りする予定です。ぜひご覧ください！
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帯広地域活動支援センター

（ドロップイン）

〒080-0016

帯広市西６条南６丁目３

ソネビル２階

ＴＥＬ 0155-23-6703

ＦＡＸ 0155-20-7367

かん ころむし

す

けいさい

おと

こんかい

かぜ かお

おびひろせいかつしえん あゆ

あき

ふ かえ きじ

なつ おもかん かた おお

ごう おく よてい らんわた

れいわ ねん がつ にちはっこう



し

せいかつしえん

～ 帯広生活支援センターの歩み ① ～ 帯広生活支援センター所長 三上雅丈

生活支援センターの事業開始が平成9年なので24年目に

入ったことになります。

開設当初のことを知る人もだいぶ少なくなりました。

自分の記憶もだいぶ怪しくなってきたこともあり、通信に

書いてほしいと依頼があったので少し書いておきたいと

思います。

帯広生活支援センターは帯広ケア・センター（当時は通所授

産施設）に付置する事業としてスタートしたので、少しケア・セ

ンターのことを書きます。

平成3年に職員4人で始めた通所授産施設（社会復帰

施設）でした。

働きたい、就職したい、日課が欲しいなどの

目的で多くの人に利用されていました。

人の生活は多種多様です。

昼の作業の充実だけで生き生きと

生活できるわけではありません。様々なことが起こります。

利用者同士の関係、家族との関係、金銭トラブル、消費者ト

ラブル、夜間体調の悪い人への対応等も必要に迫られ

支援してきました。

そうした個別の生活支援と共同作業所や共同住居などへ

の地域支援が地域生活支援センターの必要性を大きくして

いきました。 （次号へ続く）
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